
□ 　類

 5 ｺﾝｸﾘｰﾄ

敷き幅
50以上

施工割増係数(α)　E=2.05×10  N/mm 

記 号 説 明

(施工)
特　記

30以上

※柱コーナー切断は現場加工

JF75W

ＪＦ７５Ｗ　設計・施工標準

 ２ 製 品 仕 様

 ３ 断面応力・たわみの計算

 ４　納まり例

 ５ 施工の要点

 １ 型式・質量および断面性能

ＪＦ７５Ｗの設計・施工は、(社)公共建築協会「平成18年版 床型枠用鋼製デッキプレート(フラットデッキ)設計施工指針

種類の記号および材料

製　品　形　状

エンドクローズ形状 製品長さ

設計荷重 Ｗ

施工割増係数（支持梁がＲＣ造またはＳＲＣ造の場合）

□ 　類

□ 　類

ＪＦ７５W (幅1m当たり)

スラブ厚さ別許容スパン早見表［施工時作業荷重1,470N/m 、施工割増係数考慮］ 中間支保工を設ける場合の許容スパン早見表［施工時作業荷重1,470N/m ］

(４)Ｓ造柱廻りの納まり

(１)Ｓ造継手プレート部の納まり (２)Ｓ造斜め梁の納まり

(３)ＲＣ置きスラブ（地中梁）

(１)鉄骨造（Ｓ造）

(３)ＲＣ、ＳＲＣ造斜め梁

(５)Ｓ造梁の段差（レベル差）がある場合

(６)Ｓ造床板と梁に段差のある場合

 1 保　管

 2 吊り込み

 3 敷込み

 4 作業床

（２）鉄筋コンクリート造（ＲＣ造） 鉄骨鉄筋コンクリート造（ＳＲＣ造）

 4-1　割付け

 4-4　開口部納まり例

4-3　中間支保工設置 4-2　各所の納まり

 ｢溶融亜鉛-5％アルミニウム合金めっき鋼板及び鋼帯｣JIS G 3317
降伏点205N/mm 、引張強さ295N/mm 以上

型　　式 板厚
［ｍｍ］

製 品 質 量

亜鉛めっき(Z12)
[kg/枚/ｍ] ［kg/ｍ ］ ［x10 ｍｍ /ｍ］

断　面　性　能

［x10 ｍｍ /ｍ］2 4 4 3 3

使　　用　　材　　料付着量記号種類記号 （両面）
最小付着量

[ｇ/ｍ  ]2

JIS G 3302　｢溶融亜鉛めっき鋼板及び鋼帯｣
降伏点205N/mm 、引張強さ295N/mm 以上2 2

2 2

630
210 210 210 15

15

75エンボス

エンドクローズ長さ      製品長さ

50、85 mm   　　　1000～4900 mm
50,85

始端 終端

30以上
30以上

30以上
85
かかり代 50

デッキプレート割付け幅

40以下
オフセット寸法210 210

630 x n

50以上
～340以下

始端 デッキプレート割付け幅 終端

敷込み方向

調整プレート

調整プレート

敷込み方向
30

30 50
かかり代 30

継ぎ筋

630 x n

～340以下
オフセット寸法
40以下

デッキプレート割付け幅始端

敷込み方向
のみ込み代 10

終端

30以上

630 x n

のみ込み代10

調整プレート

100以上
～360以下

85
のみ込み代 10

スクリュー釘 ＠210
釘又は、

横さん木 50x25
オフセット寸法

40以下せき板
t=12 縦さん木 50x25

＠600以下

※柱コーナーおよび継手プレート部の切断は現場加工

継手プレート

デッキ受け FB-50x6等

アークスポット溶接又はすみ肉溶接
500～900ピッチ柱廻りのデッキ受け材

かかり代 50

柱 梁

梁

柱 梁

梁

斜

め

継
手

プ
レ

ー
ト

現場切断

デッキ受け FB-50x6等

溶接 210ピッチ

は現場切断

現場切断

梁

デッキ受け FB-50x6等

か
か
り

代
30
以
上

63
0

斜め切断
（現場加工）

現場切断

大引

サポート

JF75Wデッキ受け（別途）L-75x75x6等

スラブスパン
支保工スパン 支保工スパン

ＪＦ７５Ｗ 大引

支保工

デッキ受け
デッキ受け (フラットバー) FB-50以上

デッキ受けデッキ受け

(ａ) (ｂ) (ｃ)

柱

梁 梁

柱廻りのデッキ受け材 FB-50x6等

かかり代

50以
上

敷込み方向

630

630

30以上

かかり代

デッキプレートを切断する。開口部の大きさにより、デッキプレートとコンクリートが剥離する恐れがある場合、切断
配線・配管・空調ダクト等の開口部の施工は、原則として下Ａ図のように予め型枠で囲い、コンクリート打設硬化後に

Ａ)コンクリート硬化後に開口部切断  　                   Ｂ)コンクリート打設前に開口部切断

※リブとリブの間が切断される場合 ※リブが切断される場合コンクリート止め平面

63
0

落下防止金物

プレートまたは山形鋼等

コンクリート止め

開口部

プレートまたは山形鋼等

落下防止金物開口部

Ａ

コンクリート止め
落下防止金物

開口部

Ａ部詳細

断面

コンクリート硬化後

ＪＦ７５Ｗ

ＪＦ７５Ｗ 切断

補強支保工 コンクリート止め

大引落下防止金物

開口部

コンクリート止め
リブ間
210

大引
補強支保工

リブ部分
フラット部分

プレートまたは山形鋼等

リブ間
コンクリート止め

210

特殊なケースの場合は、その都度施工法を充分に検討し施工すること。

項　　目 内　　　　　　　　　　　　　　　容

施工の要点は、下表のとおりとする。

ＪＦ７５Ｗ板厚（mm）

許容支圧荷重（N/m）

 σ：曲げ応力度　　　　　　　　　　　   （N/mm ）
ｂｆ ：許容曲げ応力度　ｆ ＝ 205　　　　　（N/mm ）ｂ

 M ：最大曲げモーメント　　　　　　　  （N･mm/m）
 Z ：断面係数（有効幅５０ｔ考慮）  　　 （mm /m）
 δ：最大たわみ　　　　　　　　　   　　 （ mm ）
 C ：たわみ算定用係数　（C=1.6）
 W ：設計（上載）荷重　　　　　　　　　　（N/m ）
 L ：スパン 　　　　　　　　　　　　　 　 （ m ）
 E ：鋼材のヤング係数　　　　　　　　　 （N/mm ）
 I ：断面２次モーメント(全断面有効) 　　（mm /m）
 α：施工割増係数[ 別表参照 ]

2

2

3

25

4

2

2

 Ｐ：Nデッキリブ支圧荷重　　　 　 　 　　  (N/m)
Ｐa：許容支圧荷重[ 別表参照 ]　　　　  　　(N/m)

スパンＬの取り方
デッキ長さ デッキ長さ

Ｌ ＬＬ

Ｗ＝Ｗ ＋ Ｗ ＋ Ｗ2 31
Ｗ ：フラットデッキ自重        Ｗ ：作業荷重(下記)
Ｗ ：スラブ自重＝（スラブ厚）×（鉄筋コンクリート単重）

2 3

1

施工時作業荷重

コンクリート
[鉄筋コンクリート単重]

□ 1,470N/m  [ポンプ工法]            □ 2,450N/m  [ホッパー・バケット工法]
□(　　　　 N/m　)[             　　　　]

□ 普通コンクリート[ 24kN/m　]　　 　□ 軽量コンクリート[ 20kN/m　]
□(　　　　　　   　　)[ 　　kN/m　]

3

3

3

22

2

施　工　条　件　な　ど

１．２５

ＲＣ造またはＳＲＣ造の場合で、荷重条件、施工条件等の適切な設定、管理により

　類以外のＲＣ造またはＳＲＣ造の場合で、板厚０.８ｍｍのフラットデッキを使用

　類以外のＲＣ造またはＳＲＣ造の場合で、板厚１.０ｍｍまたは板厚１.２ｍｍの

Ｌ Ｌ

●支保工間隔　： 　Ｌ
　スラブスパン： ２Ｌ

1)　　　　部は、たわみで決定する範囲を示す。 （単位：ｍｍ）

（単位：ｍｍ）

施工状況の種類

施工割増係数

　  類 　  類 　  類

α=1.25α=1.0 α=1.5

０.８ｍｍ ０.８ｍｍ１.２ｍｍ１.０ｍｍ１.２ｍｍ１.０ｍｍ

４,９００

４,９００
４,９００

４,９００４,９００
４,９００ ４,９００ ４,９００

４,９００４,９００４,９００４,９００
４,９００ ４,９００ ４,９００ ４,９００

４,９００４,９００４,９００４,９００

４,９００ ４,９００ ４,９００ ４,９００
４,９００４,９００４,９００４,９００

４,９００ ４,９００ ４,９００ ４,９００
４,９００４,９００４,９００４,９００４,９００

４,９００

４,９００

２,５７０
２,９７０

３,５００
３,６３０

３,７７０
３,９２０
４,０８０

４,２６０
４,４５０

４,６７０

３,８５０
４,４３０

３,８５０

４,３９０
４,７７０

４,８５０

４,４８０
４,８１０

２,５７０
２,９７０

３,５００
３,６３０

３,７７０
３,９２０
４,０８０

４,２１０
４,３１０

４,４１０
４,５２０

２,２２０
２,５７０

３,０６０
３,１８０

３,３１０
３,４５０

３,６００
３,７７０

３,９５０
４,１５０
４,３７０

３,３３０
３,８５０

４,５７０

４,４２０ ３,３３０
３,８５０

４,４６０

４,１７０
４,４８０

４,８８０

２,２２０
２,５７０

３,０６０

４,９００
４,９００

４,９００
４,９００

４,９００
４,９００

４,９００

４,９００
４,９００

４,９００
４,９００

４,９００
４,９００

４,９００

４,９００
４,９００

４,９００

４,９００
４,９００

４,９００
４,９００

４,９００
４,９００
４,９００４,９００４,９００４,９００

４,７５０ ４,５４０

４,６４０
４,７３０

４,８３０

３,１８０

３,３１０
３,４５０

３,６００
３,７７０

３,９５０
４,１５０
４,２７０１２０

１３０
１４０

１５０

１６０
１７０

１８０
１９０

２００
２５０
３００

１２０

１３０
１４０
１５０

１６０
１７０

１８０
１９０

２００
２５０

３００

建物の構造 Ｓ造、ＲＣ・ＳＲＣ造 ＲＣ・ＳＲＣ造

類[α=1.25] 類[α=1.5]類[施工割増係数：α=1.0]施工状況の種類
ＲＣ・ＳＲＣ造

板厚 t
スラブ厚S(mm) スラブ厚S(mm)

板厚 t１.２ｍｍ１.０ｍｍ１.６ｍｍ１.４ｍｍ１.２ｍｍ１.０ｍｍ

２,３６０

２,４１０

２,５１０

２,６９０
２,８３０

２,３３０

２,５００
２,７２０
２,７５０

２,７９０
２,８２０

２,８６０

２,５４０
２,４９０
２,２９０

２,９４０
２,９７０

３,０１０
３,０４０

３,０８０

２,９００
２,９４０

２,９８０

２,０８０

２,２４０
２,４４０
２,４９０

２,６５０
２,７００
２,７６０

２,８１０
２,８４０

２,８７０
２,９００

２,９４０
２,９７０

３,０１０
３,０４０
３,０８０

２,４２０

２,４７０
２,５２０
２,５７０

２,６００
２,６３０

２,６５０
２,６８０

２,７１０
２,７５０

２,７８０
２,８１０

３,０９０
３,１３０
３,１６０

３,２００
３,２２０

３,２５０
３,２７０

３,２９０
３,３１０

３,３４０
３,３６０
３,３９０

２,９８０
３,０２０
３,０６０

３,０９０
３,１１０

３,１３０
３,１５０

３,１８０
３,２００

３,２２０
３,２５０
３,２７０

２,８７０
２,９００
２,９４０

２,９７０
２,９９０

３,０１０
３,０３０

３,０５０
３,０７０

３,１００
３,１２０
３,１４０

２,７５０
２,７８０

２,７１０

２,８１０
２,８３０

２,８５０
２,８７０

２,８９０
２,９１０

２,９３０
２,９５０
２,９８０

２,１２０

２,５９０
２,６４０

２,７００
２,７３０

２,７５０
２,７７０

２,７９０
２,８１０

２,８３０
２,８５０
２,８７０

２,８８０

２,９００
２,９２０

２,９４０
２,９６０

２,９９０
３,０１０
３,０４０

３,１１０

３,１３０

２,８７０

３,０００

３,０２０
３,０４０

３,０６０
３,０９０

３,１１０
３,１３０
３,１６０

２,６６０

２,７９０

３,１５０

３,１７０
３,２００

３,２２０
３,２５０
３,２７０

１,９００

２,０４０
２,２３０
２,２７０

２,３２０

２,４４０

２,４７０
２,５００

２,５３０
２,５６０

２,５９０
２,６３０
２,６６０

２,５４０
２,５９０

２,６４０
２,６７０

２,７００
２,７４０

２,７７０
２,８００

２,８４０
２,８７０
２,９１０

０.８ｍｍ

１,９４０
１,９８０

２,０６０
２,０８０

２,１００
２,１３０

２,１５０
２,１８０

２,２００
２,２３０
２,２６０

１,５２０

１,６４０
１,７８０
１,８２０

１,８５０
１,８９０

１,９３０
１,９６０

１,９８０
２,０００

２,０３０
２,０５０

２,０８０
２,１００
２,１３０

２,０２０

０.８ｍｍ

２,６１０
２,５８０

２,５１０
２,５４０

１２０
１２５

１３０
１３５
１４０ ２,４８０

２,４５０１４５

１５０
１５５

２,４２０

２,４００
２,３７０

１２０

３００
２５０

２００
１９０

１６０
１７０
１８０

２,３２０
２,２７０

２,２３０
２,１８０

２,０００
１,８６０

１２５

１３０

２,７６０
２,７３０
２,７００

２,６７０
２,６４０

１３５

１４０

１５５
１５０

１４５ ２,６１０
２,５８０

２,３４０

２,３８０
２,４２０
２,４７０

２,５２０
２,５５０

１６０

１７０
１８０

１９０
２００

２５０
３００ ２,０００

２,１５０
２,６６０
２,４５０

２,２９０ ２,５００

２,６９０
２,８４０

２,６９０

２,８１０
２,９５０ ３,０６０

２,９１０

２,７９０ ２,０４０
２,１９０

２,３８０ ２,６１０
２,４００

２,２４０ １,６４０

１,７６０
１,９１０

普
通
コ
ン
ク
リー

ト

軽
量
コ
ン
ク
リー

ト

普

通

コ

ン

ク

リー

ト

kN/m3

kN/m3

軽

量

コ

ン

ク

リー

ト

２４

２０

２４

２０

kN/m 3

kN/m3

1)上表の数値は、中間支保工を設ける場合のＪＦ７５Ｗリブの許容支圧

ＪＦ７５Ｗ

75

36

Ｉ Ｚ

施工状況の種類

１．０

１．５

支柱

（幅630mm）
ＪＦ７５Ｗ

ＪＦ７５Ｗ-０８

ＪＦ７５Ｗ-１０

ＪＦ７５Ｗ-１２

ＪＦ７５Ｗ-１４

ＪＦ７５Ｗ-１６

0.8

1.0

1.2

1.4

1.6

15.7

18.7

21.6

24.6

180

206

232 39.3

34.4

29.4

24.4

11.8 

13.6 

15.5 

 9.88 150

 7.97 12.6 120 18.7□

□

□

□

□

2 2

（注）断面性能のＩは、断面2次モーメント(全断面有効)、Ｚは断面係数(有効幅考慮50t)を示します。

□ その他（　　　                       　　　　　　　　　　　　）

　　　Z27、Y18及びその他製品については、事前にご相談下さい

SZAHC
SZACC

SGCC
SGHC

□ Z12

□ Z27

□ Y18

  荷重によって決まる許容スラブスパン２Ｌを示す

2)ＲＣ造またはＳＲＣ造において梁側板型枠でＪＦ７５Wを支持
　する場合、スラブスパンが３.０ｍを超えるときは中間支保工
　を設けることを原則とする

3)ＪＦ７５Ｗ製品仕様の最大長さは４.９ｍ

デッキプレート受けは、設計荷重を十分支持可能な部材及び取付方法とする

標準 + ＰＬ
役物 + ＰＬ

(１)敷込みとの関連を考えて保管場所を決める

(２)薄板製品であることを十分認識し変形に注意する

(１)骨組の組立順序との関連を十分検討する

(２)壁、パネル等の取り付け作業との関連を十分検討する

(３)クレーンの能力揚重の検討、パレットを用いる等安全対策を検討する

(４)揚重枚数と敷込み順序の関係等検討する

(１)始端かかり位置、中間位置(JF75W、５枚位の位置)終端位置をマーキングする

(２)割付方向は図面に従い、間違いの無いようにする

(３)２枚目以降は最初のデッキプレートに倣うので最初の位置決めを正確に行い、

　　確実に梁に固定する(落下防止等安全対策)

(４)かかり寸法は厳守する

(５)敷込み後は速やかに溶接等で固定する

(１)一時的な作業床に転用することも考えられるが、板厚が0.8～1.0ｍｍのデッキ

　　プレートの場合は、接合部分の変形、破損しやすいので避ける

(２)受圧面積が極端に小さい集中荷重は避ける。集中荷重のかかる場合は、厚板等

　　を敷く等の措置により受圧面積を大きくする

(３)油等コンクリートに有害なものは、コンクリート打設前までに取り除く

(４)資材等の仮置は避ける。止むを得ず仮置する場合は、デッキプレートに負担が

　　かからないよう十分配慮する。特に0.8～1.0ｍｍは注意する

　　する

(１)打設は打設荷重等の施工荷重を極力低減するようにし、過荷重には十分注意

(２)打設は、コンクリートの山（集中荷重）をつくらないようにする

・同解説」による

幅方向の割付けは、標準品（６３０幅）をベースに割付ける
始端・終端調整には役物、調整プレートを使用する

断面応力・たわみの計算は、一般に単純支持梁モデルを用いて計算する
算定式および許容値は、下表とする

施工上の安全性が確実に確保される場合

フラットデッキを使用する場合

する場合

標準 + ＰＬ
役物 + ＰＬ

標準 + ＰＬ
役物 + ＰＬ

   打設

部周辺に「落下防止金物」を取り付ける

ｆ

9

項　　　　　目         算　　定　　式

曲げ応力

[RC・SRC造]

[ S  　造 ]
WL

8Z

2
M

Z
σ＝     ＝  　 x10 ≦ｆ

3
b

WL
2

M 3

Z 8Z
b

α

C5WL
4

384EI
Lx10 3

180

Ｐ＝ ＷＬ ≦ Ｐa

σ＝     ＝  　 x10 ≦

δ＝　　 　×10 ≦      ＋5

支 圧 耐 力 (N/m)

た　わ　み (mm)

(N/mm  )2

0.8 1.0 1.2

19,60014,7009,800

I

I

I

II

III

I II III

IIIIII

120

275

180

デッキプレート受けのサイズは監理者の承認を得て決定すること

595

595

615

カンザシアングル

さん木

せき板

ＳＲＣ造 先行敷きの場合

デッキプレート受アングル

62
5

625

62
5

A0 タイプ

A0 タイプ

A0 タイプ

(４)終端役物の有効幅

630xn
30以上 30以上

リブ間 100以上

A0　タイプ
有効幅 595～520

キャンバー
1000～4900mm

5～10mm

水抜き孔 ＠   600≒

接合部詳細図

役物デッキプレート

210 210205

625

80 210 210

210205 145

560

調整プレート
W

t

t  × w  ×  L
1.2×200
1.2×300
1.6×400

2000
1000×

(注)
  RC梁型枠用調整プレートには
　釘孔加工(＠600mm)有り

０.８

Ｉｘ10 mm /mＺx10 mm /m3 4 4mm
板 厚

有効幅考慮
断面係数 断面２次モーメント

全断面有効

１２．２９．８０ ５．８９ ６．０７

kg/m kg/m 

亜鉛めっき(Ｚ２７)亜鉛めっき(Ｚ１２)

製 品 質 量

キーストンプレート

3

※板厚：0.8mm  
場合に使用。(L＝350～1,200mm)

割付け幅 620 キーストンプレート

製品幅 650

210 80205

495

500
A0 タイプ B0 タイプ

C0 タイプ D0 タイプ

90 50 4030

40

25

原則として、デッキ長さが1,000mm未満の

２０２１／０４／０１


